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予算編成の視点

挑戦し続け 未来をつくる
みよし市予算

みよし市
MIYOSHI CITY

挑戦を
実現へ

持続可能な行政サービス ICT技術･民間活力の有効活用

ゼロカーボンシティ
の推進

効果的かつ効率的な
行財政運営

・PDCAサイクルによる
スクラップ＆ビルド

・積極的な見直しと
創意工夫

・ICT技術の活用による
業務改善

・多様な主体との協働

・環境負荷の低減に向けた
取組の強化

・SDGｓ達成に向けた取組の推進

・持続的な成長基盤の創造

・機能的で魅力あるまちへ
の発展



みよし市
MIYOSHI CITY

令和５年度
当初予算の概要



みよし市
MIYOSHI CITY

259億8,700万円
（単位：千円、％）

令和５年度みよし市一般会計
歳入歳出予算

予算規模

５年度予算額 ４年度予算額 比較 前年度対比

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ （％）

一般会計 25,987,000 25,532,000 455,000 101.8

8,444,601 8,049,116 395,485 104.9

国民健康保険特別会計 4,721,058 4,400,473 320,585 107.3

介護保険特別会計 2,914,114 2,882,817 31,297 101.1

後期高齢者医療特別会計 809,429 765,826 43,603 105.7

34,431,601 33,581,116 850,485 102.5

下水道事業会計 2,779,061 2,736,623 42,438 101.6

病院事業会計 4,483,919 3,604,707 879,212 124.4

7,262,980 6,341,330 921,650 114.5

41,694,581 39,922,446 1,772,135 104.4

項目

特別会計

計

計

合　　計



みよし市
MIYOSHI CITY

一般会計予算の推移（当初予算額ベース）

予算規模

（単位：百万円）

R4比

４億5,500万円
増加（＋1.8％）

過去最大を更新



みよし市
MIYOSHI CITY

令和５年度
主な事業の概要



事業名 中小企業奨学金返還支援事業
予算額 153万円
担当課 産業課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.192）

総合計画 ①工業のさらなる成長を支えよう（工業）

➡ 奨学金等返還のための手当を一部補助
・大学等の奨学金の返還を支援する制度を設ける
市内の中小企業者に対し、同額を助成

➡ 若年者の経済的負担を軽減
・35歳未満の雇用労働者を対象に最大５年間補助

（予算）小事業名 中小企業補助事業

【概要】

補助額 企業負担と同額

企業への
補助金額

17,000円×1/2×12か月＝102,000円
（１人当たりの限度額）

※補助を受けようとする中小企業者は、事前登録が必要

補助金就職

奨学金
返還支援

登録



これまで

年収約270万円未満
（均等割のみ課税世帯、市県
民税非課税世帯、生活保護
受給世帯）

事業名 給付型奨学金支給事業
予算額 624万円
担当課 教育行政課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.245）

総合計画 ②心豊かな子どもを育てよう（青少年健全育成）

➡ 教育の機会均等と人材の育成
・経済的理由で修学困難な学生及び生徒に学業資金を支援

➡ 奨学金支給対象者を拡大
・所得要件の緩和により、支給対象者を拡大

（予算）小事業名 高等教育修学支援事業

変更点 所得要件（市民税所得割等）の引き上げ

対象者 高校生等（月額 8,000円）: 10人(R4)⇒20人(R5) ２倍に拡大

大学生等（月額12,000円）: 11人(R4)⇒30人(R5) ３倍に拡大

これから(R5)

年収約360万円未満
（市民税所得割77,101円未満
世帯、市県民税非課税世帯、
生活保護受給世帯）

緩和



事業名 正規雇用転換促進助成金交付事業
予算額 1,425万円
担当課 産業課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.192）

総合計画 ①工業のさらなる成長を支えよう（工業）

➡ 将来を担う産業人材の確保・定着促進
・非正規雇用労働者の正規雇用転換において、キャリア
アップ助成金（厚生労働省）を受給した市内事業所を
対象に、市独自の助成金を上乗せ交付

区 分
キャリアアップ

助成金
（厚生労働省）

正規雇用転換
促進助成金
（みよし市）

有期
→正規雇用

中小企業 570,000円 285,000円

大企業 427,500円 213,700円

無期
→正規雇用

中小企業 285,000円 142,500円

大企業 213,750円 106,800円

（予算）小事業名 中小企業補助事業

国の助成金に
市独自の助成金を
上乗せして交付



➡ さんさんバス料金を無償化（対象：65歳以上の高齢者）

事業名 高齢者等移動支援事業
予算額 2,502万5千円
担当課 長寿介護課

みよし市
MIYOSHI CITY

・自発的に外出ができるよう移動の支援

総合計画 ①豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう（高齢者福祉）

【概要】

（予算）小事業名 高齢者等移動支援事業（P.95）

➡ タクシー料金を助成
（対象：在宅の要介護1から5までの認定者）
・買い物や通院の支援

さんさんバス
料金助成

対象者が運転手に身分証を提示することで、料金
負担なくさんさんバスに乗車可能

タクシー
料金助成

申請者に対し、初乗り相当分のタクシーチケット
を年間36枚を上限に助成



➡ 高齢者等の新しい移動手段の確立

事業名 デマンドタクシー実証実験事業
予算額 633万5千円
担当課 企画政策課

みよし市
MIYOSHI CITY

・バス停や乗継タクシー乗降場までの移動が困難
で外出を控えている高齢者への移動支援策

総合計画 ②便利で快適な住環境をつくろう（公共交通）

【概要】

（予算）小事業名 公共交通推進事業（P.10）

事前登録をした利用者の自宅と市内の公共施設や
病院などへの移動について定額で運行

・空きタクシーを活用したドアtoドアの
デマンド型移動支援の実証実験を実施



➡ 人材の確保と人材育成等を支援

事業名

予算額 596万7千円
担当課 福祉課・長寿介護課

みよし市
MIYOSHI CITY

・障がい福祉事業所、介護事業所等が行っている従業者の
人材育成に対して補助する仕組みを創設

総合計画 ①豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう（障がい者福祉・介護）

（P.83）
（予算）小事業名

（P.100）

障がい者自立支援事業
介護人材育成等支援事業

サービス種別 補助限度額

障がい：障がい福祉サービスの居宅介護、計画相談支援、
生活介護

介 護：訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビ
リテーション、通所介護、通所リハビリテーショ
ン、短期入所生活介護、短期入所療養介護、居宅
介護支援、介護予防支援

10万円

介 護：地域密着型サービス、特定施設入居者生活介護 15万円

介 護：施設サービス 20万円

・専門職の確保及び育成を支援

福祉事業所人材育成等支援補助事業

【概要】

：



➡ あいちアール･ブリュット･サテライト展を開催

事業名 あいちアール･ブリュット･サテライト展開催事業

予算額 97万9千円

担当課 福祉課

みよし市
MIYOSHI CITY

・障がいのある方の美術作品展示会を身近な会場で開催し、
触れる機会を増やすことで障がいへの理解を深める

総合計画 ①豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう（障がい者福祉）

・平成26(2014)年度 県内の障がいのある方から寄せられた絵画などを「あいちアール・
ブリュット展」として名古屋市内で開催

（予算）小事業名 障がい者自立支援事業 （P.83）

・障がいの有無をこえた交流の広がりで、お互いを認め合う
ボーダーのない社会の推進

・令和元(2019)年度 豊川市で「あいちアール・ブリュット・サテライト展」開催

・令和５(2023)年度 みよし市で「あいちアール・ブリュット・サテライト展」を開催

【参考】



➡ 体育館に空調機を新設

事業名 市内４小学校屋内運動場空調機設置工事
予算額 2億7,540万円

（予算）小事業名

担当課 教育行政課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.257）

・卒業式や冬の学校行事の寒さ対策や、
夏の授業や市民活動における熱中症対策として整備

総合計画 ②心豊かな子どもを育てよう（小中学校教育）

小学校施設整備事業

年度 設置工事する学校

令和4年度
【完了】

三好中学校、北中学校、南中学校、三好丘中学校

令和5年度
天王小学校、三吉小学校、三好丘小学校、
緑丘小学校

令和6年度 中部小学校、北部小学校、南部小学校、黒笹小学校

・災害時の緊急避難所としての活用を考慮し、
熱源はＬＰガスを採用

【年次計画】



➡ 児童の泳力向上に期待

事業名 小学校校外水泳授業実施事業
予算額 258万2千円

（予算）小事業名

担当課 学校教育課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.249）

・インストラクターによる専門的な水泳指導

総合計画 ②心豊かな子どもを育てよう（小中学校教育）

・水泳授業の初めの４コマを民間委託で実施

授業支援事業

➡ 民間委託による快適で安全な授業

・室内プールでの実施により、天候に左右されることなく
授業を実施

対象学年 小学３年生

実施期間 ５月下旬から６月中旬まで

実施場所 スイミングスクール室内プール

移動方法 スイミングスクールによるバスでの送迎

【概要】



➡ 避難行動に向けた課題の「気づき」を促進

事業名 マイ･タイムラインガイドブック作成･配布事業
予算額 561万円

（予算）小事業名

担当課 防災安全課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.235）

・市民一人一人のタイムライン（防災行動計画）を作成する
ためのツールを提供

総合計画 ①地域で支え合い、災害に強いまちをつくろう（防災・減災）

自助・共助力向上事業

① 災害リスクの把握

② 避難先と避難経路の確認

③ 大雨・洪水時に発表される情報の理解

④ 取るべき行動を考える

⑤ 行動の優先順位と時系列を考える

⑥ 避難準備・避難の開始タイミングを決める

⑦ まとめてマイ・タイムラインとする

【マイ・タイムライン作成までの流れ】

・災害時にどのように行動するかを「考える」場面を創出

【背景】

温暖化などの環境変化
⇩

水害等の各種災害が広域化、甚大化
⇩

災害発生時に冷静な行動が
できるようにすることが効果的！

⇩
市民が各自のタイムラインを順序立てて
作成できるツールを提供

ガイドブック作成



マイ･タイムラインイメージ

（予算）小事業名

国土交通省ホームページより

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.235）

総合計画 ①地域で支え合い、災害に強いまちをつくろう（防災・減災）

自助・共助力向上事業

河川の氾濫の場合、地震とは違い、
徐々に危険が増してきます。

時系列に確認し、行動のタイミン
グや自身や家族がとるべき行動を
整理します。



市独自で、第２子も無償

➡ 子育て世帯の経済的負担を軽減
・国が実施している第３子（18歳未満）無償化に加え、
市独自で第２子無償化を実施

➡ 子育てしながら安心して働ける環境の整備
・保護者の負担と不安を軽減

事業名 第２子以降保育料・給食費無償化事業
予算額 1,360万8千円（保育園）

2,457万円（幼稚園）

（予算）小事業名

担当課 子育て支援課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.120）

総合計画 ①安心して子どもを産み、育てられる環境にしよう（子育て支援）

保育園運営事業
幼稚園支援事業（P.269）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

【保育料】

【給食費】

国の制度により、第３子以降 無償 国の制度により、無償

市独自で、第２子以降 無償



事業名 給食材料費物価高騰対策事業
予算額 2,826万2千円

（予算）小事業名

担当課 子育て支援課、学校教育課（学校給食センター）

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.120）

総合計画 ①安心して子どもを産み、育てられる環境にしよう（子育て支援）

➡ 物価高騰による給食材料費の上昇分を補助
・物価高騰に伴う保護者の負担を軽減するため、
給食費の一部を市が負担

（保育園・幼稚園分 531万1千円、小中学校分2,295万1千円）

区分 負担額（１食あたり）

保育園・幼稚園 15円

小学校 20円

中学校 25円

※保護者の負担は、
当面の間、据え置き

保育園運営事業 幼稚園支援事業
給食調理等委託事業

（P.269）

（P.306）

②心豊かな子どもを育てよう（小中学校教育）



事業名 児童特別給付金支給事務
みよし未来18応援金(ハピハピ18)支給事務

予算額 1億4,496万1千円

（予算）小事業名

担当課 子育て支援課

（P.128）

総合計画 ①安心して子どもを産み、育てられる環境にしよう（子育て支援）

➡ 市独自の給付金で子育て世帯を支援
・児童手当法の一部改正により、児童手当（特例給付含む）の
支給対象外となった受給者に対し、市独自の給付金を支給

・児童手当の支給対象外となっている高校生世代の養育者に対し、
所得制限を設けずに市独自の給付金を支給

児童手当支給事務

児童特別給付金
みよし未来18応援金
（ハピハピ18）

支給額 児童１人当たり５千円／月 児童１人当たり５千円／月

対象児童

中学校卒業まで（15歳の誕生
日後の最初の3月31日まで）の
児童（約670人）

高校生世代（18歳の誕生日後
の最初の3月31日まで）の児童
（約2,100人）

【概要】

みよし市
MIYOSHI CITY



➡ 大学生等の入院費を支給

事業名 学生医療費支給事業
予算額 140万円
担当課 保険年金課

みよし市
MIYOSHI CITY

・大学生等の入院時の医療費（保険適用分）の自己負担分を支給

総合計画 ①生涯にわたって健康に暮らせるようにしよう（地域医療）

【概要】

（予算）小事業名 福祉医療費支給事業（P.88）

・入院費の負担を減らすことで学生の生活を支え、若者の学びと
成長を促進

学生要件
19歳になる年度の４月１日から24歳になる年度の３月31日までの間にある者
で、大学院、大学、高等専門学校及び専修学校に在学する者（大学生等）

支給
対象者

①市内在住の大学生等（所得制限なし）
②進学目的でみよし市から転出した大学生等を税法上扶養している市内在住者

支給方法 償還払い

【子ども医療費支給事業の拡充】進学目的でみよし市から転出し
た高校生を税法上扶養している市内在住の者を支給対象者として
拡充し、その高校生の入院費（保険適用分）の自己負担分を支給



➡ 帯状疱疹ワクチン接種費の助成

事業名 帯状疱疹ワクチン接種費・
おたふく予防接種費助成事業

予算額 1,559万円

（予算）小事業名 予防接種事業

担当課 健康推進課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.141）

・対象：市内在住の50歳以上の者

総合計画 ①生涯にわたって健康に暮らせるようにしよう（健康づくり）

➡ おたふく予防接種費の助成（最大２回）

【現在】１回

ワクチン 生ワクチン 不活性化ワクチン

接種回数 １回 ２回

助成額（１回あたり） 4,000円（上限１回） 10,000円（上限２回）

【拡充後】２回

・内容

・対象：市内在住の１歳から小学校就学前までの者
・接種助成回数：



➡ 子どもたちの安全安心な居場所づくり

事業名 放課後子ども教室運営事業
予算額 1,130万円

（予算）小事業名

担当課 教育行政課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.281）

・地域住民の参画による実施

総合計画 ①安心して子どもを産み、育てられる環境にしよう（家庭教育）

・学習や体験の機会の提供

家庭教育地域活動推進事業

内容 学習活動、体験活動、スポーツ、交流活動

実施場所 北部小学校、天王小学校

利用料金 無料（保険料800円や材料費等の実費は別途徴収）

実施日時
月曜日から金曜日までの放課後から午後５時まで
(学校休業日を除く)

対象 希望する児童

定員 各50人（計100人）

・放課後児童クラブとの一体的活動と待機児童の解消

【概要】



➡ 学校現場での問題に対する専門家による助言

事業名 スクールロイヤー設置事業
予算額 66万円

（予算）小事業名

担当課 学校教育課

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.247）

・愛知県弁護士会からの推薦により、スクールロイヤーを設置

総合計画 ②心豊かな子どもを育てよう（小中学校教育）

・豊明市、日進市、東郷町との共同設置

みよし市教育センター事業

・学校における対応困難な事案に対する相談業務を実施

参加自治体 みよし市、豊明市、日進市、東郷町

内容 定期的（月１回）及び臨時的な相談に対応

メリット
相談事例の情報共有
研修会の合同開催
相談体制の継続性

【尾三地区自治体スクールロイヤー共同設置事業】
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